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日本製鉄では、最先端の設備を駆使し、豊富な経験とたゆまぬ研究により培われた技術をもって、JIS

規格、外国規格をはじめ、日本製鉄独自の規格体系による各種熱延中薄板を製造しております。

　日本製鉄の熱延中薄板は自動車、電機、建材、容器、鋼管など、あらゆる分野の広汎な用途にご愛用

いただいており、みなさまから「優れた熱延中薄板」としてご好評いただいております。

　みなさまからの品質ならびに納期に対するご要望にお応えし、また、利用面における技術サービス

にも万全を期しておりますので、今後とも、なお一層ご愛願のほどお願いいたします。

はじめに

ご注意とお願い
本資料に記載された技術情報は、製品の代表的な特性や性能を説明するためのものであり、「規格」の規定事項と
して明記したもの以外は、保証を意味するものではありません。本資料に記載されている情報の誤った使用または
不適切な使用等によって生じた損害につきましては責任を負いかねますので、ご了承ください。また、これらの情報
は、今後予告なしに変更される場合がありますので、最新の情報については、担当部署にお問い合せください。
本資料に記載された内容の無断転載や複製はご遠慮ください。
本資料に記載された製品または役務の名称は、当社および当社の関連会社の商標または登録商標、或いは、当社
および当社の関連会社が使用を許諾された第三者の商標または登録商標です。
その他の製品または役務の名称は、それぞれ保有者の商標または登録商標です。
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東日本製鉄所　
鹿島地区

東日本製鉄所　
君津地区

名古屋製鉄所

九州製鉄所　
大分地区

九州製鉄所
　八幡地区

瀬戸内製鉄所
　広畑地区

❶ 豊富な品種
軟鋼板から高張力鋼板まで各種規格の熱延鋼板を製造できます。また各種サ
イズの切板、コイル、表面仕上げも、黒皮、酸洗、ショットブラスト等用途に
適した材料をご利用いただけます。

❷ 安定した品質 優秀な設備と技術と、豊富な経験を駆使して厳密な管理のもとで、安定した
品質の製品を製造しております。

❸ 豊富なサイズ 厚さは 1.2mmから 25.4mmまで、幅は 600mmから 2,180mmまでと、
広範なサイズの鋼板を製造いたします。

❹ ゆきとどいた
　 技術サービス

鋼板の品質特性、用途、加工方法等についてのご相談やご使用時の技術的協
力など、本社をはじめ各地の営業所の技術サービス部門が、ゆきとどいたサー
ビスを行います。

特　長

●製造箇所
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デッキプレート

LPガスボンベ

運送用コンテナ

ホイール

倉庫ラック

トラックフレーム

用途例
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製造工程

加熱炉 粗圧延機 仕上圧延機

冷却装置

巻取り

調質圧延機

シャーリングライン

スリッターライン

ショットデスケーリングライン

熱延コイル

酸洗コイル

熱延スリットコイル
酸洗スリットコイル

熱延切板

ショットブラストコイル

銑 鉄

転 炉

連続鋳造設備

石灰石

焼結工場鉄鉱石 

石 炭 コークス工場 高 炉

二次精錬

酸洗ライン
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製造設備

高炉から連続鋳造

高炉で焼結鉱とコークスを化学反応させ銑鉄
を取り出します。取り出された銑鉄をお客さ
まの品質要求に基づいた粘りある強靭な鋼に
変えるため、溶銑予備処理、転炉、二次精錬、
連続鋳造の４工程を通して、不要な炭素分や
不純物の除去、化学成分の調整を行い、中間
素材である「スラブ」を製造します。

熱間圧延

製鋼工場でつくられたスラブを加熱炉で加熱し、粗圧延
機と仕上げ圧延機で帯状に連続で長く圧延し、運搬しや
すいようにコイル状に巻き取ったものが熱延コイルです。
　熱延工程では温度やロール表面等を厳重に管理する
ことにより、表面疵や内部欠陥の少ない、加工性の良い
熱延鋼板を造り込みます。加熱炉装入から巻き取り完
了まで全ラインがコンピュータにより制御され、一品、
一品の高精度な品質制御や管理をダイナミックに、か
つスピーディーに行っています。	

酸洗

酸洗コイルは原板の熱延コイルを酸洗ラインに通し、
美麗な表面肌が得られるよう表面のスケール（酸化鉄
皮膜）を除去することで製造します。
　酸洗ラインでは、酸洗槽内で塩酸等を用いてスケー
ルを除去し、十分に水洗乾燥した後、防錆油を塗布し
ております。

転炉

熱間圧延機

酸洗ライン連続鋳造設備
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製造品種

JIS（日本産業規格） 日本製鉄規格
適 用 種類の記号 T.S.（N/mm2）

JIS G 3101
一般構造用圧延鋼材

SS330 330〜430

SS400 400〜510

SS490 490〜610

SS540 540≦

JIS G 3106
溶接構造用圧延鋼材

SM400A 400〜510

SM400B 400〜510

SM400C 400〜510

SM490A 490〜610

SM490B 490〜610

SM490C 490〜610

SM490YA 490〜610

SM490YB 490〜610

SM520B 520〜640

SM520C 520〜640

SM570 570〜720

JIS G 3113
自動車構造用熱間

圧延鋼板および鋼帯

SAPH310 310≦

SAPH370 370≦

SAPH400 400≦

SAPH440 440≦

適 用 種類の記号 特 長 主な用途例

自動車用加工性高強度
熱間圧延鋼板および鋼帯

NSHA490
NSHA540
NSHA590
NSHA690
NSHA780
NSHA980

一般加工から絞り加工まで幅広く適用できる。 自動車メンバー類、
ホイールリム 等

自動車用低降伏比型高強度
熱間圧延鋼板および鋼帯

NSHA540D
NSHA590D

　NSHA590DH
NSHA690D
NSHA780D

低降伏比で絞り加工に適しており、疲労強度
に優れている。 ホイールディスク 等

自動車用高穴広げ型高強度
熱間圧延鋼板および鋼帯

NSHA370B、NSHA540B
NSHA400B、NSHA590B
NSHA440B、NSHA690B
NSHA490B、NSHA780B
NSHA980B　　　　 　 　 

一般加工から絞り加工まで幅広く適用でき、かつ、
バーリング加工に優れている。

サスペンション類、
リンク類、アーム 等

高残留オーステナイト
高強度熱間圧延鋼板および鋼帯

NSHA590T
NSHA690T
NSHA780T

従来の自動車用熱延高張力鋼板の限界を超
え、冷延高張力鋼板並の強度と加工性を有す
る。

自動車構造部材、
足廻り部材、
難成形部材 等

床用鋼板および鋼帯 NFP
NFP400

すべり止め効果が最も大きく、水切れが良く、
しかも軽量な薄物もあり、広範囲の用途に経
済的に使用できる。

自動車・車両のステップ、
建築・構造物の通路および
階段・化粧板 等

たてじま鋼板および鋼帯
NFPA®1
NFPA2
NFPB®1

たわみに強く、経済性の高い強度部材として、
また、優れたデザインを有するための外装部
材にも使用できる。

自動車・車両のステップ、
工場床用、鋼製家具、
倉庫棚用、階段 等

一般耐候性鋼材・
高耐候性鋼材

NAW®400
NAW490
COR-TEN®O

耐候性に優れ、無塗装で使用することができ、
耐磨耗性にも優れている。

海上コンテナーの柱 等、
鉄道車両外板、
建築外装材 等

溶接性高張力鋼板

WEL-TEN®540
WEL-TEN 590RE
WEL-TEN 690RE
WEL-TEN 780RE
WEL-TEN 950RE

低炭素・低合金鋼で、かつ高強度、優れた切欠
靭性を有しており、溶接性も良く、十分な継手
性能が得られる。

産業機械、建設機械 等

耐硫酸性鋼材 S-TEN®1
S-TEN 2

硫酸露点腐食に強い鋼材として開発され、普
通鋼・ステンレス鋼を使用できない硫酸露点腐
食環境に適している。

集塵機のケーシング、
ダクト 等、
煙突の内筒 等

注：COR-TENはUnited States Steel Corporationの登録商標であり、日本製鉄はライセンスを受けて使用しています。

適 用 種類の記号 T.S.（N/mm2）

JIS G 3125
高耐候性用圧延鋼材 SPA-H 490≦

JIS G 3116
高圧ガス容器用鋼板

および鋼帯

SG255 400≦

SG295 440≦

SG325 490≦

SG365 540≦

JIS G 3131
熱間圧延軟鋼板

および鋼帯

SPHC 270≦

SPHD 270≦

SPHE 270≦

SPHF 270≦

JIS G 3132
鋼管用熱間圧延

炭素鋼鋼帯

SPHT1 270≦

SPHT2 340≦

SPHT3 410≦

SPHT4 490≦
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製造可能範囲

1. 熱延コイル（ミルエッジ） 2. 酸洗コイル
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規格・用途等によって若干製造可能範囲が変わりますのでご相談ください。
また、この範囲外のものについてもご相談に応じます。

270N/mm2 クラス

400N/mm2 クラス

490N/mm2 クラス

590N/mm2 クラス

備考：
1. 各種寸法の鋼帯（スリットコイル）についてもご相談に応じます。
2. 各種寸法の鋼板（カットシート）についてもご相談に応じます。

0
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（600、25.4）

（600、9）

（650、6）

（600、1.4）

（600、1.2）
（1690、1.6）

（1840、3.2）

（1870、4.5）

（1185、7）

（1215、9）

（1570、7）

（1870、2）

（2130、2.7）

（2150、4.5）

（1240、1.8）

（640、19）

（920、16）

（600、1.2）

（600、1.4）
（1250、1.8）

（1880、2）

（2180、2.7）

（1850、4）

（2100、7）

（1600、20）

（2180、25.4）

（2180、20）

（2180、17）
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規格抜粋 — 化学成分および機械試験

JIS G 3131　●熱間圧延軟鋼板及び鋼帯

種類の記号
化学成分（%）

引 張 試 験 曲げ試験

引張強さ
（N/mm2）

伸　び（%）
試験片 曲げ角度

内側半径
試験片厚さ （mm）

1.2≦t＜1.6
厚さ （mm）
1.6≦t＜2.0

厚さ （mm）
2.0≦t＜2.5

厚さ （mm）
2.5≦t＜3.2

厚さ （mm）
3.2≦t＜4.0

厚さ （mm）
4.0≦t

厚さ （mm）
t＜3.2

厚さ （mm）
3.2≦tC Mn P S

SPHC ≦0.12 ≦0.60 ≦0.045 ≦0.035 270≦ 27≦ 29≦ 29≦ 29≦ 31≦ 31≦

5号
圧延方向

180° 密　着 0.5t

3号
圧延方向

SPHD ≦0.10 ≦0.45 ≦0.035 ≦0.035 270≦ 30≦ 32≦ 33≦ 35≦ 37≦ 39≦ — — —

SPHE ≦0.08 ≦0.40 ≦0.030 ≦0.030 270≦ 32≦ 34≦ 35≦ 37≦ 39≦ 41≦ — — —

SPHF ≦0.08 ≦0.35 ≦0.025 ≦0.025 270≦ 37≦ 38≦ 39≦ 39≦ 40≦ 42≦ — — —

JIS G 3132　●鋼管用熱間圧延炭素鋼鋼帯

種類の記号
化学成分（%）

引 張 試 験 曲げ試験

引張強さ
（N/mm2）

伸　び（%）
曲げ角度

内側半径
試験片厚さ （mm）

1.2≦t＜1.6
厚さ （mm）
1.6≦t＜2.0

厚さ （mm）
3.0≦t＜6.0

厚さ （mm）
6.0≦t≦13 試験片 厚さ （mm）

t≦3.0
厚さ （mm）
3.0＜t≦13C Si * Mn P S

SPHT 1 ≦0.10 ≦0.35 ≦0.50 ≦0.040 ≦0.040 270≦ 30≦ 32≦ 35≦ 37≦

5号
圧延方向

180° 密　着 0.5t

3号
圧延方向

SPHT 2 ≦0.18 ≦0.35 ≦0.60 ≦0.040 ≦0.040 340≦ 25≦ 27≦ 30≦ 32≦ 180° 1.0t 1.5t

SPHT 3 ≦0.25 ≦0.35 0.30〜0.90 ≦0.040 ≦0.040 410≦ 20≦ 22≦ 25≦ 27≦ 180° 1.5t 2.0t

SPHT 4 ≦0.30 ≦0.35 0.30〜1.00 ≦0.040 ≦0.040 490≦ 15≦ 18≦ 20≦ 22≦ 180° 1.5t 2.0t

JIS G 3101　●一般構造用圧延鋼材

種類の記号
化学成分（%）

引 張 試 験 曲げ試験

降伏点または耐力
（N/mm2）

厚さ（mm） t≦16

引張強さ
（N/mm2）

伸　び（%）
曲げ角度

内側半径
試験片鋼板の寸法

（mm） 試験片 伸　び
（%） 厚さC Mn P S

SS330 — — ≦0.050 ≦0.050 205≦ 330〜430   
鋼板、鋼帯の厚さ 　t≦5 5号 26≦

180° 0.5t 1号
鋼板、鋼帯の厚さ 　5＜t≦16 1A号 21≦

SS400 — — ≦0.050 ≦0.050 245≦ 400〜510
鋼板、鋼帯の厚さ 　t≦5 5号 21≦

180° 1.5t 1号
鋼板、鋼帯の厚さ 　5＜t≦16 1A号 17≦

SS490 — — ≦0.050 ≦0.050 285≦ 490〜610
鋼板、鋼帯の厚さ 　t≦5 5号 19≦

180° 2.0t 1号
鋼板、鋼帯の厚さ 　5＜t≦16 1A号 15≦

SS540 ≦0.30 ≦1.60 ≦0.040 ≦0.040 400≦ 540≦
鋼板、鋼帯の厚さ 　t≦5 5号 16≦

180° 2.0t 1号
鋼板、鋼帯の厚さ 　5＜t≦16 1A号 13≦

備 考 ： �1. 機械試験値は、鋼帯の圧延時の先端及び尾端部には適用しない。 
 2. 曲げ試験は、お客さまの要請がある場合のみ実施する。

備 考 ： �1. *当事者間の協定により、0.04%以下とすることがある。 
 2. 機械試験値は、鋼帯の圧延時の先端及び尾端部には適用しない。 
 3. 曲げ試験は、お客さまの要請がある場合のみ実施する。

備 考 ： �1. SS540は必要に応じて上記以外の合金元素を添加することができる。 
 2. 機械試験値は、鋼帯の圧延時の先端及び尾端部には適用しない。 
 3. 曲げ試験は、お客さまの要請がある場合のみ実施する。 
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規格抜粋 — 化学成分および機械試験

JIS G 3106　●溶接構造用圧延鋼材

種類の記号
化学成分（%）

引 張 試 験
降伏点または耐力（N/mm2） 引張強さ

（N/mm2）
伸　び（%）

C Si Mn P S 鋼板の厚さ （mm） t≦16 鋼板の寸法（mm） 試験片 伸　び（%）

SM400A ≦0.23 — 2.5×C≦ ≦0.035 ≦0.035

245≦ 400〜510                   

鋼板、鋼帯の厚さ　t≦5 5号 23≦

SM400B ≦0.20 ≦0.35 0.60〜1.50 ≦0.035 ≦0.035
鋼板、鋼帯の厚さ　5＜t≦16 1A号 18≦

SM400C ≦0.18 ≦0.35 0.60〜1.50 ≦0.035 ≦0.035

SM490A ≦0.20 ≦0.55 ≦1.65 ≦0.035 ≦0.035

325≦ 490〜610

鋼板、鋼帯の厚さ　t≦5 5号 22≦

SM490B ≦0.18 ≦0.55 ≦1.65 ≦0.035 ≦0.035
鋼板、鋼帯の厚さ　5＜t≦16 1A号 17≦

SM490C ≦0.18 ≦0.55 ≦1.65 ≦0.035 ≦0.035

SM490YA ≦0.20 ≦0.55 ≦1.65 ≦0.035 ≦0.035
365≦ 490〜610

鋼板、鋼帯の厚さ　t≦5 5号 19≦

SM490YB ≦0.20 ≦0.55 ≦1.65 ≦0.035 ≦0.035 鋼板、鋼帯の厚さ　5＜t≦16 1A号 15≦

SM520B ≦0.20 ≦0.55 ≦1.65 ≦0.035 ≦0.035
365≦ 520〜640

鋼板、鋼帯の厚さ　t≦5 5号 19≦

SM520C ≦0.20 ≦0.55 ≦1.65 ≦0.035 ≦0.035 鋼板、鋼帯の厚さ　5＜t≦16 1A号 15≦

SM570 ≦0.18 ≦0.55 ≦1.70 ≦0.035 ≦0.035 460≦ 570〜720 鋼板、鋼帯の厚さ　t≦16 5号 19≦

JIS G 3113　●自動車構造用熱間圧延鋼板及び鋼帯

種類の記号
化学成分（%）

引 張 試 験 曲げ試験

降伏点（N/mm2）
引張強さ

（N/mm2）

伸　び（%） 　圧延方向

曲げ角度
内側半径

試験片5号試験片

P S 厚さ （mm）
t＜6

厚さ （mm）
6≦t＜8

厚さ （mm）
8≦t≦14

厚さ （mm）
1.6≦t＜2.0

厚さ （mm）
2.0≦t＜2.5

厚さ （mm）
2.5≦t＜3.15

厚さ （mm）
3.15≦t＜4.0

厚さ （mm）
4.0≦t＜6.3

厚さ （mm）
6.3≦t≦14.0

厚さ （mm）
t＜2.0

厚さ （mm）
2.0≦t

SAPH310 ≦0.040 ≦0.040 （185≦） （185≦） （175≦） 310≦ 33≦ 34≦ 36≦ 38≦ 40≦ 41≦ 180° 密　着 1.0t

3号
圧延方向
に直角

SAPH370 ≦0.040 ≦0.040 225≦ 225≦ 215≦ 370≦ 32≦ 33≦ 35≦ 36≦ 37≦ 38≦ 180° 0.5t 1.0t

SAPH400 ≦0.040 ≦0.040 255≦ 235≦ 235≦ 400≦ 31≦ 32≦ 34≦ 35≦ 36≦ 37≦ 180° 1.0t 1.0t

SAPH440 ≦0.040 ≦0.040 305≦ 295≦ 275≦ 440≦ 29≦ 30≦ 32≦ 33≦ 34≦ 35≦ 180° 1.0t 1.5t

日本製鉄規格　●自動車用加工性高強度熱間圧延鋼板及び鋼帯

種類の記号
化学成分（%）

引 張 試 験 曲げ試験

降伏点
（N/mm2）

引張強さ
（N/mm2）

伸　び（%）
試験片 曲げ角度

内側半径
試験片厚さ （mm）

1.2≦t＜1.6
厚さ （mm）
1.6≦t＜2.0

厚さ （mm）
2.0≦t＜2.5

厚さ （mm）
2.5≦t＜3.25

厚さ （mm）
3.25≦t＜4.0

厚さ （mm）
4.0≦t＜6.3

厚さ （mm）
6.3≦t

厚さ （mm）
1.6≦t＜3.25

厚さ （mm）
3.25≦tC Si Mn P S

NSHA490

≦0.18
≦0.55

≦1.50

≦0.030 ≦0.010

345≦ 490≦ 24≦ 24≦ 24≦ 24≦ 26≦ 27≦ 27≦

JIS 5号
圧延方向
に直角

180°

0.5t 0.5t

JIS 3号
圧延方向
に直角

NSHA540 ≦1.60 375≦ 540≦ 21≦ 21≦ 22≦ 23≦ 24≦ 24≦ 24≦ 1.0t 1.0t

NSHA590 ≦1.70 440≦ 590≦ 19≦ 19≦ 20≦ 21≦ 21≦ 22≦ 22≦ 1.5t 1.5t

NSHA690 ≦2.00 550≦ 690≦ — 16≦ 17≦ 17≦ 17≦ 17≦ 18≦ 2.0t 2.0t

NSHA780 ≦2.20 685≦ 780≦ — 13≦ 14≦ 14≦ 15≦ 15≦ — 2.0t 2.0t

NSHA980 ≦1.30 ≦2.60 800≦ 980≦ — — 10≦ 10≦ 11≦ 11≦ — — —

備 考 ： �1. 機械試験値は、鋼帯の圧延時の先端及び尾端部には適用しない。 
 2. 必要に応じて左記以外の合金元素を添加することができる。 
 3. 厚さ12mm以下の鋼板、鋼帯については衝撃試験は行わない。

備 考 ： �1. （　　）の数値は、参考値を示す。 
 2. 機械試験値は、鋼帯の圧延時の先端及び尾端部には適用しない。 
 3. 曲げ試験は、お客さまの要請がある場合のみ実施する。

備 考 ： ��1. 機械試験値は、鋼帯の圧延時の先端及び尾端部には適用しない。 
 2. 必要に応じて上記以外の特殊元素を添加することができる。
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規格抜粋 — 化学成分および機械試験

日本製鉄規格　●自動車用低降伏比型高強度熱間圧延鋼板及び鋼帯

種類の記号
化学成分（%）

引 張 試 験 穴広げ試験

降伏点
（N/mm2）

引張強さ
（N/mm2）

伸　び（%）
穴広げ率
（%）C Si Mn P S 厚さ （mm）

t＜2.0
厚さ （mm）
2.0≦t＜2.5

厚さ （mm）
2.5≦t＜3.25

厚さ （mm）
3.25≦t＜4.0

厚さ （mm）
4.0≦t≦6.0 試験片

NSHA540D ≦0.12 ≦1.00 ≦1.80 ≦0.035 ≦0.020 295≦ 540≦ 25≦ 26≦ 27≦ 28≦ 28≦

JIS 5号
圧延方向
に直角

—

NSHA590D ≦0.12 ≦1.50 ≦2.00 ≦0.035 ≦0.020 325≦ 590≦ 24≦ 25≦ 26≦ 27≦ 27≦ —

NSHA590DH ≦0.12 ≦1.50 ≦2.00 ≦0.035 ≦0.020 440≦ 590≦ 20≦ 21≦ 21≦ 22≦ 23≦ 75≦

NSHA690D ≦0.14 ≦1.50 ≦2.50 ≦0.035 ≦0.020 355≦ 690≦ 19≦ 20≦ 21≦ 22≦ 22≦ —

NSHA780D ≦0.15 ≦1.50 ≦3.00 ≦0.035 ≦0.020 380≦ 780≦ 16≦ 17≦ 18≦ 19≦ 27≦ —

備 考 ：	1. �機械試験値は、鋼帯の圧延時の先端及び尾端
部には適用しない。

	 2. �必要に応じて左記以外の特殊元素を添加する
ことができる。

日本製鉄規格　●高残留オーステナイト熱延高張力鋼板及び鋼帯

種類の記号
化学成分（%）

引 張 試 験

降伏点
（N/mm2）

引張強さ
（N/mm2）

伸　び（%）

厚さ （mm）
1.4≦t＜2.0

厚さ （mm）
2.0≦t＜2.5

厚さ （mm）
2.5≦t＜3.25

厚さ （mm）
3.25≦t＜4.0

厚さ （mm）
4.0≦t≦6.0 試験片

C Si Mn P S
NSHA590T ≦0.21 ≦2.20 ≦1.80 ≦0.025 ≦0.010 390≦ 590≦ 25≦ 26≦ 27≦ 28≦ 28≦ JIS 5号

圧延方向
に直角

NSHA690T ≦0.23 ≦2.20 ≦2.00 ≦0.025 ≦0.010 440≦ 690≦ 22≦ 23≦ 24≦ 25≦ 26≦

NSHA780T ≦0.25 ≦2.20 ≦2.20 ≦0.025 ≦0.010 490≦ 780≦ 20≦ 21≦ 22≦ 23≦ 24≦ 備 考 ： �1. 機械試験値は、鋼帯の圧延時の先端及び尾端部には適用しない。 
2. 必要に応じて左記以外の特殊元素を添加することができる。

日本製鉄規格　●自動車用高穴広げ型高強度熱間圧延鋼板及び鋼帯

種類の記号
化学成分（%）

引 張 試 験 穴広げ試験

降伏点
（N/mm2）

引張強さ
（N/mm2）

伸　び（%）
試験片 穴広げ率

（%）厚さ （mm）
1.6≦t＜2.0

厚さ （mm）
2.0≦t＜2.5

厚さ （mm）
2.5≦t＜3.25

厚さ （mm）
3.25≦t＜4.0

厚さ （mm）
4.0≦t≦6.0C Si Mn P S

NSHA370B ≦0.10 ≦0.50 ≦1.50 ≦0.025 ≦0.010 225≦ 370≦ 32≦ 33≦ 35≦ 36≦ 37≦
JIS 5号
圧延方向

100≦

NSHA400B ≦0.10 ≦0.50 ≦1.50 ≦0.025 ≦0.010 255≦ 400≦ 31≦ 32≦ 34≦ 35≦ 36≦ 100≦

NSHA440B ≦0.15 ≦0.80 ≦1.90 ≦0.025 ≦0.010 305≦ 440≦ 29≦ 30≦ 32≦ 33≦ 34≦ 100≦

NSHA490B ≦0.16 ≦0.80 ≦2.00 ≦0.025 ≦0.010 335≦ 490≦ 26≦ 26≦ 26≦ 28≦ 28≦

JIS 5号
圧延方向
に直角

  90≦

NSHA540B ≦0.16 ≦1.00 ≦2.00 ≦0.025 ≦0.010 355≦ 540≦ 24≦ 24≦ 24≦ 26≦ 26≦   80≦

NSHA590B ≦0.16 ≦1.00 ≦2.20 ≦0.025 ≦0.010 440≦ 590≦ 21≦ 21≦ 21≦ 23≦ 23≦   75≦

NSHA690B ≦0.16 ≦1.00 ≦2.20 ≦0.025 ≦0.010 500≦ 690≦ — 17≦ 17≦ 18≦ 18≦   65≦

NSHA780B ≦0.16 ≦1.00 ≦2.20 ≦0.025 ≦0.010 675≦ 780≦ — 14≦ 14≦ 15≦ 15≦   65≦

NSHA980B ≦0.16 ≦1.40 ≦2.60 ≦0.025 ≦0.010 780≦ 980≦ — 10≦ 10≦ 11≦ 11≦   50≦
備 考 ： �1. 機械試験値は、鋼帯の圧延時の先端及び尾端部には適用しない。 

 2. 必要に応じて上記以外の特殊元素を添加することができる。

日本製鉄規格　●床用鋼板

種類の記号
化学成分（%）

引 張 試 験 曲げ試験

降伏点
（N/mm2）

引張強さ
（N/mm2）

伸　び（%）
曲げ角度

内側半径 試験片
圧延方向厚さ （mm）

t≦5.0
厚さ （mm）

5.0＜t≦16.0
試験片

圧延方向P S 厚さ
NFP — — — （270≦） — — — — — —

NFP400 ≦0.050 ≦0.050 245≦ 400〜510 21≦ 17≦
鋼板の厚さ　t≦5.0� JIS    5号

180° 1.5t
鋼板の厚さ　t≦5.0� JIS 3号

鋼板の厚さ　5.0＜t≦16.0� JIS 1A号 鋼板の厚さ　5.0＜t≦16.0� JIS 1号

備 考 ： �1. （　　）の数値は、参考値を示す。 
2. 機械試験値は、鋼帯の圧延時の先端及び尾端部には適用しない。
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規格抜粋 — 化学成分および機械試験

日本製鉄規格　●一般耐候性鋼材・高耐候性鋼材

日本製鉄規格　● たてじま鋼板および鋼帯（成分、機械的性質の規定はありませんが、通常引張強さは 270N/mm2 以上です）

種類の記号
化学成分（%）

引 張 試 験 曲げ試験

降伏点
（N/mm2）

引張強さ
（N/mm2）

伸　び
厚さ

（mm） 曲げ角度
内側半径 試験片

圧延方向厚さ
（mm）

伸　び
（%）

試験片
圧延方向C Si Mn P S Cu Cr Ni Ti 厚さ

NAW400 — — — ≦0.15 ≦0.050 0.20〜0.40                 ≦0.40 — — 245≦ 400〜510
t≦5.0 21≦ JIS   5号 t≦5.0 180° 1.0t JIS 3号

5.0＜t 17≦ JIS 1A号 5.0＜t 180° 1.5t JIS 1号

NAW490 ≦0.12 0.15〜0.35 ≦0.90 0.06〜0.12                  ≦0.035 0.25〜0.50 — — ≦0.15 390≦ 490≦
t＜6.0 22≦ JIS   5号 t＜6.0 180° 1.0t JIS 3号

6.0≦t 23≦ JIS   5号 6.0≦t 180° 1.5t JIS 1号

COR-TEN O ≦0.12 0.25〜0.75 0.20〜0.50 0.07〜0.15 ≦0.035 0.25〜0.55 0.30〜1.25 ≦0.65 — 355≦ 490≦

t≦5.0 22≦ JIS   5号 t≦5.0 180° 1.0t JIS 3号

5.0＜t≦16 18≦ JIS 1A号
5.0＜t 180° 1.5t JIS 1号

16＜t≦20 21≦ JIS 1A号

日本製鉄規格　●耐硫酸性鋼材

種類の記号
化学成分（%）

引 張 試 験 曲げ試験

厚さ
（mm）

降伏点
（N/mm2）

引張強さ
（N/mm2）

伸　び
曲げ角度

内側半径 試験片
圧延方向に直角伸　び

（%）
試験片

圧延方向C Si Mn P S Cu Cr Ti Sb 厚さ

S-TEN 1 ≦0.14 ≦0.55 ≦1.60 ≦0.025 ≦0.025 0.25〜0.50 — — ≦0.15 t≦16 245≦ 400〜540 23≦ JIS 5号 180° 1.5t JIS 1号

S-TEN 2 ≦0.14 0.15〜0.55 ≦1.60 ≦0.035 ≦0.035 0.25〜0.55 0.50〜1.00 ≦0.15 — t≦16 325≦ 440〜540 22≦ JIS 5号 180° 1.5t JIS 1号

備 考 ： �1. 機械試験値は、鋼帯の圧延時の先端及び尾端部には適用しない。 
 2. 曲げ試験は、お客さまの要請がある場合のみ実施する。

日本製鉄規格　●溶接性高張力鋼板

種類の記号
化学成分（%）

引 張 試 験 曲げ試験 衝撃試験

降伏点
（N/mm2）

引張強さ
（N/mm2）

伸　び
曲げ角度

内側半径 試験片
圧延方向に直角

試験片　2mmV 圧延方向

厚さ
（mm）

伸　び
（%）

試験片
圧延方向に直角

厚さ
（mm） 試験温度 吸収エネルギー

3個の平均（J）C Si Mn P S Ti Ceq. 厚さ

WEL-TEN 540 ≦0.20 ≦0.55 ≦1.70 ≦0.035 ≦0.035 — ≦0.45 355≦ 540≦

t≦16 20≦ JIS 5号

180° 1.5t JIS 1号 12＜t 0°C 47≦16＜t≦20 28≦ JIS 5号

20＜t 23≦ JIS 4号

WEL-TEN
590RE ≦0.12 ≦0.55 ≦2.00 ≦0.030 ≦0.025 ≦0.15 ≦0.45 450≦ 590〜710

t≦16 20≦ JIS 5号

180° 1.5t JIS 1号 12＜t –5°C 47≦16＜t≦20 28≦ JIS 5号

20＜t 20≦ JIS 4号

WEL-TEN
690RE ≦0.14 ≦0.55 ≦2.00 ≦0.030 ≦0.025 ≦0.25 ≦0.50 590≦ 690〜830

t≦16 17≦ JIS 5号
180° 1.5t JIS 1号 12＜t –15°C 47≦

16＜t 25≦ JIS 5号

WEL-TEN 780RE ≦0.16 ≦0.55 ≦2.00 ≦0.025 ≦0.030 ≦0.30 ≦0.55 625≦ 780〜930 t≦9 15≦ JIS 5号 180° 1.5t JIS 1号 — — —

備 考 ： �1. 機械試験値は、鋼帯の圧延時の先端及び尾端部には適用しない。 
 2. Ceq.＝C＋Mn/6＋Si/24＋Ni/40＋Cr/5＋Mo/4＋V/14 
 3. 曲げ試験は、お客さまの要請がある場合のみ実施する。

備 考 ： �1. 機械試験値は、鋼帯の圧延時の先端及び尾端部には適用しない。 
 2. 曲げ試験は、お客さまの要請がある場合のみ実施する。 
 3. S-TENIのMn≧2.5×［C］
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規格抜粋 — 寸法許容差

JIS G 3193　
● �熱間圧延鋼板および鋼帯の形状、寸法および質量ならびにその許容差

日本製鉄規格−床用鋼板および鋼帯（NFP）、たてじま鋼板および鋼帯（NFPA等）、耐候性鋼材（NAW等）、溶接性高張力鋼板（WEL-TEN）、耐
硫酸性鋼材（S-TEN）の厚さ許容差

JIS G 3113（SAPH）、 3116（SG255、SG295）、 
3131（SPHC、SPHD、SPHE、SPHF）、 3132（SPHT1、SPHT2、SPHT3）
● TS490N/mm2未満および

日本製鉄規格−高穴広げ型高強度熱間圧延用鋼板および鋼帯（NSHA370B・400B・440B）

JIS G 3116（SG325、SG365）、 3132（SPHT4）、 3134（SPFH）
● TS490N/mm2以上および 

日本製鉄規格−低降伏比型高強度熱間圧延鋼板および鋼帯（NSHA D）、高穴広げ型高強度熱間圧延用鋼板および鋼帯（NSHA490B・540B・
590B・690B・780B）、高残留オーステナイト高強度熱間圧延鋼板および鋼帯（NSHA T）

日本製鉄規格ー加工性高強度熱間圧延鋼板および鋼帯（NSHA）

● 厚さ許容差� （単位：mm）

幅厚さ W＜1,600 1,600≦W＜2,000 2,000≦W＜2,500
t＜  1.25 ±0.16 — —

    1.25≦t＜  1.60 ±0.18 — —
    1.60≦t＜  2.00 ±0.19 ±0.23 —
    2.00≦t＜  2.50 ±0.20 ±0.25 —
    2.50≦t＜  3.15 ±0.22 ±0.29 ±0.29
    3.15≦t＜  4.00 ±0.24 ±0.34 ±0.34
    4.00≦t＜  5.00 ±0.45 ±0.55 ±0.55
    5.00≦t＜  6.30 ±0.50 ±0.60 ±0.60
  6.30≦t＜10.0 ±0.55 ±0.65 ±0.65
10.0  ≦t＜16.0 ±0.55 ±0.65 ±0.65
16.0  ≦t＜25.0 ±0.65 ±0.75 ±0.75

● 厚さ許容差� （単位：mm）

幅厚さ W＜1,200 1,200≦W＜1,500 1,500≦W＜1,800 1,800≦W
    t＜  1.60 ±0.14 ±0.15 ±0.16 —

    1.60≦t＜  2.00 ±0.16 ±0.17 ±0.18 ±0.21
    2.00≦t＜  2.50 ±0.17 ±0.19 ±0.21 ±0.25
    2.50≦t＜  3.15 ±0.19 ±0.21 ±0.24 ±0.26
    3.15≦t＜  4.00 ±0.21 ±0.23 ±0.26 ±0.27
    4.00≦t＜  5.00 ±0.24 ±0.26 ±0.28 ±0.29
    5.00≦t＜  6.00 ±0.26 ±0.28 ±0.29 ±0.31
    6.00≦t＜  8.00 ±0.29 ±0.30 ±0.31 ±0.35
  8.00≦t＜10.0 ±0.32 ±0.33 ±0.34 ±0.40
10.0  ≦t＜12.5 ±0.35 ±0.36 ±0.37 ±0.45
12.5  ≦t≦14.0 ±0.38 ±0.39 ±0.40 ±0.50

● 厚さ許容差� （単位：mm）

幅厚さ W＜1,200 1,200≦W＜1,500 1,500≦W＜1,800 1,800≦W
    t＜  1.60 ±0.14 ±0.15 ±0.16 —

    1.60≦t＜  2.00 ±0.16 ±0.19 ±0.20 —
    2.00≦t＜  2.50 ±0.18 ±0.22 ±0.23 ±0.25
    2.50≦t＜  3.15 ±0.20 ±0.24 ±0.26 ±0.29
    3.15≦t＜  4.00 ±0.23 ±0.26 ±0.28 ±0.30
    4.00≦t＜  5.00 ±0.26 ±0.29 ±0.31 ±0.32
    5.00≦t＜  6.00 ±0.29 ±0.31 ±0.32 ±0.34
    6.00≦t＜  8.00 ±0.32 ±0.33 ±0.34 ±0.38
  8.00≦t＜10.0 ±0.35 ±0.36 ±0.37 ±0.44
10.0  ≦t＜12.5 ±0.38 ±0.40 ±0.41 ±0.49

● 厚さ許容差� （単位：mm）

幅厚さ W＜1,200 1,200≦W＜1,500 1,500≦W＜1,800 1,800≦W≦2,300
1.20≦t＜  1.60 ±0.16 ±0.19 — —

    1.60≦t＜  2.00 ±0.16 ±0.19 ±0.20 —
    2.00≦t＜  2.50 ±0.18 ±0.22 ±0.23 ±0.25
    2.50≦t＜  3.15 ±0.20 ±0.24 ±0.26 ±0.29
    3.15≦t＜  4.00 ±0.23 ±0.26 ±0.28 ±0.30
    4.00≦t＜  5.00 ±0.26 ±0.29 ±0.31 ±0.32
    5.00≦t＜  6.00 ±0.29 ±0.31 ±0.32 ±0.34
    6.00≦t＜  8.00 ±0.32 ±0.33 ±0.34 ±0.38
  8.00≦t＜10.0 ±0.35 ±0.36 ±0.37 ±0.44
10.0  ≦t≦12.0 ±0.38 ±0.40 ±0.41 ±0.49

● 幅許容差� （単位：mm）

幅 厚 さ

許容差
ミルエッジ カットエッジ

圧延のままの
鋼板

鋼帯および
鋼帯からの切板

A B
C

+ – + –

W＜160

    t＜  3.15
　3.15≦t＜  6.00

6.00≦t＜20.0
20.0  ≦t

— ±2

—

5
5

10
10

0

2.0
3.0
4.0
—

0

±0.3
±0.5

—
—

160≦W＜250

    t＜  3.15
　3.15≦t＜  6.00

6.00≦t＜20.0
20.0  ≦t

— ±2

—

5
5

10
15

0

2.0
3.0
4.0
—

0

±0.4
±0.5

—
—

250≦W＜400

    t＜  3.15
　3.15≦t＜  6.00

6.00≦t＜20.0
20.0  ≦t

0
＋規定せず

±5

—

5
5

10
15

0

2.0
3.0
4.0
—

0

±0.5
±0.5

—
—

400≦W＜630

    t＜  3.15
　3.15≦t＜  6.00

6.00≦t＜20.0
20.0  ≦t

0
＋規定せず

±20
0
—

10
10
10
15

0

3.0
3.0
5.0
—

0

±0.5
±0.5

—
—

630≦W＜1,000

    t＜  3.15
　3.15≦t＜  6.00

6.00≦t＜20.0
20.0  ≦t

0
＋規定せず

＋25
0

10
10
10
15

0

4.0
4.0
6.0
—

0 —

1,000≦W＜1,250

    t＜  3.15
　3.15≦t＜  6.00

6.00≦t＜20.0
20.0  ≦t

0
＋規定せず

＋30
0

10
10
15
15

0

4.0
4.0
6.0
—

0 —

1,250≦W＜1,600

    t＜  3.15
　3.15≦t＜  6.00

6.00≦t＜20.0
20.0  ≦t

0
＋規定せず

＋35
0

10
10
15
15

0

4.0
4.0
6.0
—

0 —

1,600≦W

    t＜  3.15
　3.15≦t＜  6.00
6.00≦t＜20.0

20.0  ≦t

0
＋規定せず

＋40
0

10
10
20
20

0

4.0
4.0
6.0
—

0 —

備 考：
1. 要求により左表の許容差について、（＋）側または（−）側を制限する

ことができる。ただし、この場合の全許容差範囲は、左表の全許容差
範囲に等しいものとする。

2. 厚さの測定箇所は、ミルエッジ鋼帯および鋼帯からの切板の場合は
その縁から25mm以上内側の任意の点、カットエッジの鋼帯および
鋼帯からの切板の場合は、その縁から15mm以上内側の任意の点と
する。また、圧延のままの鋼板の場合は幅切断予定線より内側の任
意の点、カットエッジ鋼板の場合、その縁より15mm以上内側の任意
の点とする。

（注）�JIS G 3101（SS330等）ならびにJIS G 3106（SM400A等）に
ついては上記JIS G 3193を適用します。

備 考 ： 1. �厚さの測定箇所は規格に準拠する。
2. �鋼帯の両端の圧延時の先端及び尾端部には適

用しない。
3. �板厚、幅の適用範囲は規格の適用範囲による。

（注）幅の許容差はJIS G 3193を適用します。

備 考 ： 1. �厚さの測定箇所は規格に準拠する。
2. �鋼帯の両端の圧延時の先端及び尾端部には適

用しない。
3. �板厚、幅の適用範囲は規格の適用範囲による。

（注）幅の許容差はJIS G 3193を適用します。

備 考 ： 1. �厚さの測定箇所は規格に準拠する。
2. �鋼帯の両端の圧延時の先端及び尾端部には適

用しない。
3. �板厚、幅の適用範囲は規格の適用範囲による。

（注）幅の許容差はJIS G 3193を適用します。

備 考：
幅400mm未満のミルエッジの鋼
帯および鋼帯からの切板の許容差
は、（−）側を0に制限することがで
きる。この場合の（＋）側の許容差
は上表の数値の2倍とする。

（注）�カットエッジの幅の許容差A、
B、Cは次による。

A ： 通常の切断方法によるもの。
B ： 再切断または精密切断を行 

うもの。
C ： スリットを行うもの。

｛
｛
｛
｛
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2. コイルの幅・内径・外径・質量の計算図表の一例
コイル内径 ： 30’’（762mm）

横軸A→縦軸A’
横軸B→縦軸B’

W＝π/4×ω×7.85×0.97（D2-7622）

W	 ： コイル質量（M/T）
ω	 ： コイル幅（mm）
0.97  ： コイル占積率
D	 ： コイル外径（mm）

参考付表

1. 鋼板定尺質量表� （単位：kg）
幅×長

厚さ
mm

mm
914
×

1829

1219
×

2438

1219
×

3048

1219
×

4877

1219
×

6096

1524
×

3048

1524
×

6096

1524
×

9144

1524
×

12192

1829
×

6096

1829
×

9144

1829
×

12192
ft 3×6 4×8 4×10 4×16 4×20 5×10 5×20 5×30 5×40 6×20 6×30 6×40

1.2
1.6
1.8
2

15.8 — — — — — — — — — — —
21 37.3 46.7 74.7 93.3 — — — — — — —

23.6 42 52.5 84 105 — — — — — — —
26.3 46.7 58.3 93.3 117 — — — — — — —

2.3
2.6
2.9
3

30.2 53.7 67.1 107 134 83.9 168 252 336 — — —
34.1 60.7 75.8 121 152 94.8 190 285 379 — — —
38.1 67.6 84.6 135 169 106 211 317 423 — — —
39.4 70 87.5 140 175 109 219 328 438 — — —

3.2
3.5
4

4.5

42 74.7 93.3 149 187 117 233 350 467 280 420 560
45.9 81.7 102 163 204 128 255 383 511 306 459 613
52.5 93.3 117 187 233 146 292 438 583 350 525 700
59.1 105 131 210 262 164 328 492 656 394 591 788

5
5.5
6
7

65.6 117 146 233 292 182 365 547 729 438 656 875
72.2 128 160 257 321 201 401 602 802 481 722 963
78.8 140 175 280 350 219 438 657 875 525 788 1050
91.9 163 204 327 408 255 510 766 1021 613 919 1225

8
9

10
11

105 187 233 373 467 292 583 875 1167 700 1050 1400
118 210 263 420 525 328 656 985 1313 788 1181 1575
131 233 292 467 583 365 729 1094 1459 875 1313 1751
144 257 321 513 642 401 802 1204 1604 963 1444 1926

12
13
14
15

158 280 350 560 700 438 875 1313 1750 1050 1575 2101
171 303 379 606 758 474 948 1422 1895 1137 1705 2275
184 327 408 653 817 510 1021 1532 2042 1225 1838 2451
197 350 438 700 875 547 1094 1642 2189 1313 1970 2627

16
17
18
19

210 373 467 747 933 583 1167 1751 2334 1400 2100 2801
223 396 496 793 991 620 1239 1860 2479 1487 2230 2975
236 420 525 840 1050 656 1313 1970 2625 1575 2363 3151
249 443 554 887 1109 693 1386 2080 2772 1664 2495 3327

コ
イ
ル
質
量（
M
/
T
）

A’ B’

255

204

153

102

51

0 500 1,000 1,500 B

100 200 300 A

コイル幅1,000mmの
コイル質量（M/T）

22.9

2,100 2,000 1,900 1,800

1,700

1,600

1,500

1,400

1,300

1,200

1,100

1,000

20.4

18.1

15.9

13.7

11.58

10.0

8.2

6.6

5.15
3.75

2.55
914 1,219 1,524

コイル外径（mm）

コイル幅（mm）

ご使用上の注意

熱延鋼板には、多くの種類があり、それぞれ独特な特長を持っています。より良い製品
を経済的に生産するため、これらの特長を十分活かしてご使用ください。
　日本製鉄は、みなさまの用途に適切な種類をお奨めし、みなさまの製造工程上の問
題についてもご協力できるように体制を整えております。

1. めっき仕上げについて
熱延鋼板（酸洗）には、防錆油が塗油してあります。プレス
工程においても潤滑油が付着しますから、めっき前には
脱脂を行う必要があります。
　脱脂方法には、溶剤脱脂・アルカリ脱脂など種々の方法
がありますが、アルカリ脱脂が経済性・取り扱いなどの容
易さから、一般的に多く採用されています。
　アルカリ脱脂には苛性ソーダ・炭酸ソーダ・ケイ酸ソー
ダなどが使用され、脱脂条件は特に時間・温度・攪拌の有
無などが問題となります。
　さらに界面活性剤を添加すると、脱脂効果を上げるこ
とができます。
　また、ケイ素（Ｓｉ）を多く含む鋼種はめっき不良の原因に
もなります。めっき性の良い鋼種も取り揃えておりますの
でご相談ください。

2. 防錆について
熱延鋼板（酸洗）には、防錆力と脱脂性を考慮して、低粘度
で脱脂の容易な油膜型防錆油の中から、防錆力の優れた
油を薄く、均一に塗油しています。しかし、長期にわたり裸
のまま放置すると、発錆する恐れがありますので、開梱後
は、すみやかにご使用ください。加工後の塗装・めっきな
どの仕上げまで、ある程度期間を要する場合には、以下の
点にご注意ください。

a. 一般に、湿度が70%以上になると錆が生じやすくなり
ますので、60%以下に保つことが理想的です。

b. 空気の汚染も発錆に影響します。塩酸ガス、塩化アン
モンガス、海塩粒子などの吸湿性物質は、湿度60%以
下でも、また露点以上の温度でも、錆を促進させます。

c. 塵埃、汚れの付着は油膜を破壊し、鉄素地との間に局
部電池を作り、発錆原因となります。

3. 溶接について
良い製品を得るためには、適切な溶接法の選定と溶接技
術が必要です。鋼板の溶接法には、以下のようなものがあ
りますので、加工される部品の外観・強度・経済性などか
ら適切な溶接法をお選びください。

● ガス溶接
酸素アセチレン法ではできるだけ良質のアセチレンを
ご使用ください。溶接棒はJIS Z 3201（軟鋼用ガス
溶接棒）に合格したものをご使用ください。

● 被覆アーク溶接
溶接棒はJIS Z 3211（軟鋼用被覆ア−ク溶接棒）に合
格したもののうち、ビード外観および溶込み状態の良
い高酸化チタンまたはライムチタニヤタイプのもの
をお奨めします。

● 抵抗溶接
a. 点溶接部がナゲット状に
溶融しないと十分な強
度が得られません。

b. シ−ム溶接
シ−ム溶接は連続した
点溶接と考えてよく、点
溶接に比べ電流は1.5
〜2.0倍、加圧力は1.2
〜1.6倍程度に大きくす
ると良好な溶接結果が
得られます。

4. コイル材について
材料歩留りの向上・作業の連続・自動化等の目的から、一
般にシ−ト材よりもコイル材の利用の方が有利です。コイ
ル材はシ−ト材を採取する素材であり、シ−ト材と異なる
性格を有し、その有効利用により生産性が向上します。

● コイル材の使用
コイル材には表面疵による不良部分が含まれており、
その検査・選別・修正作業を適切に行う必要がありま
す。
　また、コイル両端部はオフゲージ部分が、若干混入
することがありますのでご注意ください。コイル材の
材質はシ−ト材と異なりません。

付図（a）

付図（b）

d

D
150

L

L
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1.梱包ラベル表示内容

項目名 内　容

商 品 名 所定の商品名を表示する

ＪＩＳ認証マーク JISマーク指定規格で認証マークの表示許可を取得したものについて
ラベルにJISマークを表示する。

種 類 の 記 号 規格名称の略号、規格番号、規格略号等

寸 法 注文寸法（厚さＸ幅Ｘ長さ）を表示する。コイルの場合は、
長さの代わりに「C」と表示する。

正 味 質 量 契約条件に基づき、実貫質量または計算質量を表示する。

枚 数 切板の場合に、実績枚数を表示する。

条 数 ２条結束以上のフープ材のみ表示する

検 査 番 号 出荷製品単位の検査番号を表示する。

コ イ ル 番 号 製造ロット単位のコイル番号を表示する。

製 鋼 番 号 製造ロット単位の製鋼番号を表示する。

需 要 家 名 ご購入いただいた需要家名を表示。

社 名 日本製鉄株式会社

製 鉄 所 名 ○○製鉄所（または地区）

2.梱包ラベルの表示例

ネツエン　コウハン　―　サンセン
規　　格

SAPH440
寸　　法

3.6 × 1050 × C
正 味 質 量〔 実質 〕

4,440KG
検 査 番 号　 コ イ ル 番 号 製 鋼 番 号

PW14731 L88330-11 TP7790

　　　　　　

3.梱包例
【圧延ままコイル梱包】

梱包および表示

製品は、製造後使用されるまでの間の通常の取り扱い、保管条件に対して損傷を防ぐため	
結束および梱包して出荷されます。製品には、商品内容を表示した梱包ラベルを貼付して
いますので、製品お受取り後の現品確認には梱包ラベルをご利用ください。

【酸洗コイル梱包】

製品

横フープ

梱包ラベル

縦フープ

梱包ラベル

製品

外周包装紙
（防水紙またはフィルム）

横フープ

内周包装紙

○○製鉄所（または地区）
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規　　　格
JIS規格のほか、日本製鉄規格で多様な製品を用意しております。
ご使用目的、加工の程度、加工の方法等に応じて「適切な規格」を選択してください。
不明な点はお問い合せください。

寸　　　法 原則として厚さは「0.1mm単位」、幅・長さは「1mm単位」でお受けします。

梱 包 質 量
荷役能力、作業性によって梱包質量をご指定ください。
シ−ト材 ： 通常「2t以上」を標準としています。
コイル材 ： 通常「5t以上」を標準としています。
　　　　  最大質量（必要ならば最小質量も）をご指定ください。

コイル内径・外径 コイル材では内径「７６２ｍｍ（３０”）」または「６１０ｍｍ（２４”）」を標準としています。
受入外径制約がある場合には内径と合わせて最大外径をご指定ください。

表面仕上げ 「黒皮（圧延まま）」、「酸洗」、「ショット」のいずれかをご指定ください。

塗　　　油 「塗油」または「無塗油」をご指定ください。通常、表面仕上げが「酸洗」、「ショット」の場合には防錆
油を塗布した「塗油」となります。

耳 仕 上 げ
ご使用条件に応じて「ミルエッジ」、「スリットエッジ」のいずれかをご指定ください。そのまま製品
になる場合のように耳仕上げが必要なものや幅許容差の厳しい場合には「スリットエッジ」をお選
びください。

用　　　途 日本製鉄は、ご注文の品を使用目的に適合するように十分な品質管理を行って製造しています。
そのため、ご使用の用途名や加工方法等の条件を明確にしていただくようお願いします。

そ　の　他 製品の使用条件によっては、組立精度・部品精度等から厳しい仕様が必要な場合もあります。この
ようなご要求のある場合はあらかじめご相談のうえ、仕様を明確にしてください。　

ご注文の手引き

ご注文に際しては用途に応じて、以下の事項をご確認くださるようにお願いいたします。

28




